
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 3年度 (2021年度 ) 事 業 報 告 書

1 事業の成果
令和 3年度 (2021年度)は、令和 3年度 (2021年度)は、新型コロナウィルス蔓延防止のための行動制
限緩和の動きをみながら、感染予防の徹底を参加者に呼び掛けつつ活動の再拡大を図る一年となった。

主軸の「日本酒文化啓発事業」においては、コロナ禍を背景に抑止効果をもたらしてきた飲食を伴 う催事

に対する忌避感が緩和したことなどにより、特に年度後半において参加人数に回復傾向が見られた。ま

た、設立以来、何度か企画するものの悪天候や行動制限実施等により中止を余儀なくされてきた、初心者

向け啓発イベント「日本酒ピクニック」が初めて開催できたことは、当団体の設立趣旨に沿った役割を再

確認する意味でも意義ある成果となった。
「酒蔵ツーリズム事業」の活動としては、実際の訪間はかなわなかったものの、オンライン会議システム

を利用して、北海道および北関東の蔵元への「バーチャル蔵訪問」を各 1回行った。
「日本酒関連周辺商品頒布事業」「酒蔵支援を通 じた日本酒文化拡大事業」「酒蔵支援を通 じた日本酒文

化保護事業」「広報支援事業」の活動は引き続き休止した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【692】 千円)

定款に記載

された

事業名

事業内容 日時 場所
従事者

人数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千

円)

日本酒文化啓

発事業

日本酒に関する

勉強会等を開催

した。

(オンラインイ
ベント含む)

2021年 8月 5日 、
9月 11日 、 10月 7

日、12月 2日 、2022

年 1月 11日 、2月

3日 、4月 7日 、5月

7日 、6月 2日

東 京 都 内

の飲食店

3人 首 都 圏
他 の 成

人男女

延べ 57人 547

酒蔵ツー リズ

ム事業

酒蔵訪間見学 ツ

アー

(バ ーチャル ツ

アー含む)

2021年 7月 10日 、
11月 27日

Zoom に よ

る オ ン ラ

イン (北海

道、群馬県

と接続 )

4人 全 国 の

成 人 男

女

延べ 28人 145

日本酒関連周

辺商品頒布事

業

酒器の企画・頒布 当期は実績なし

酒蔵支援を通

じた 日本酒 文

化拡大事業

酒蔵の販路開拓、

原材料調達のた

めの代理交渉等

当期は実績なし

酒蔵支援を通

じた 日本酒文

化保護事業

酒蔵の提携先探

しと交渉の仲立

ち等による基盤

強化

当期は実績なし

情報提供事業 消費者 と蔵元間

及び業界内の情

報流通の支援

当期は実績なし



広報支援事業 洒造・洒販・飲食

各業界の情報発

信の支援

当期は実績なし

(2)そ の他の事業

その他の事業はありません。



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 (2021年度)

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上士ヽ場合)
特定非営H活動法人菫人に

金   自 小 計・ 合 計

107,000
0

107.000

342.225
0

342.225

日本酒文化を発事業収益
洒薫ツー ツズム事業収益
日本酒関連周辺商品領布事業
酒蔵支援を通 した日本酒文化拡大事業
酒蔵支援を通した日本酒文化保護事業
情報提供事業
広報支援事業

受取補助金

′ヽ

受取利息
入

正会員受取会費
贅助会員受取会費

受取寄附全
施設等受人評価益

5 その

405.=Ю

354.727

341.359
291,914
2.071
30.530
11,690
0

0

0

6.324
8.000

691.380

* の

(1

(1 )

2

)

役員,1酬
給,手当
退職綸仕費用
福利厚生費

通信費
広告宣伝費
会議贅
消耗品費
撃費
水道光熱女
通信運搬費
地イヽ家賃
旅費交通費

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

試験研究費
雑費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費
消耗品費

(2)そ の
材料費

60,.888

30,690
6.754
0

990

0

0

0

0

0

0

30.404

38.434
710.322

A B 124.405
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 (2021年度)末現在 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人蔵人応援団

金   額 ・ 合計′1ヽ

399,278
0

37,195
5,800

42,2.273
2

の

3

(1 ) 形

(2) 形

(3

現金預金

未収金

棚卸資産

前払費用

車両運搬具

什器備品

ソフトウェア
借地権

敷金

長期貸付金

【A】 資 産 合 計 ①+②+③ 442,273

2

+

短期借入金

未払費用

前受金

預 り金

長期借入金

退職給付引当金

0

22,110
12,000
0

34.110

126,971
0

126.971
161.081

156,787
B-2 正

正

124.405

281.192

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】【B】 442.27

■■ヨロ|



令和 3年度 (2021年 度) 計算書類の注記

特定非宣型活塾圭△二△塵量団

重要な会計方針
計算書類の件成は.PO法人会計基準 (2010年 7月 20曰 2017年 12月 最終改正 NPO法 人会計基準協議会)に よっています。

(1)樹卸資産の評価基準及び評価方法
移動平均法による原価法

(2)固定資産の漱缶債力の方法
固定0産の計上はありません.

(じ )引 当金の計 上基■
・ 退職 給付引当金

躁 給 付引当金の計 上はあ り
=せ
ん .

その他の引当金
その他の引当金の計上はありよせん.

(・ )施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等物的サービスに関する会計上の計上はありません。

費

費
■等の会計処理
機等の会計処理は.腱込経理にようています.

事 業 報 告 用

2  事業別損益の状況

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

科 目

日本酒t
化啓■

'業

拍晨ツー
リズム●
彙

11本洒関連
H辺商占颯
布事業

洒蔵■援を

通 した 日本

酒 文化拡大

事業

洒暉 k工 を
通 した日本
洒文化

"`,来

情報提供事

業

広燿支援争

栞

その他 :1的

を達成する
ために必彙
なす栞

事業部門計 管理部門 合計

I 鷹常収益
〕 受取会費
2 受取寄附金
3 受取助成金等
4 事業収益
5 その他収益
経常収益計
n 理常費用
で1'人件■
給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
(2'そ の1直経費
材料姜
試験研究費
通信費
会議費
旅費交通費
広告宣伝費
消耗品費
寄
`′

0(義晏企)
雑費
その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

342.225

262.500 |13.000 0 0 0 0 0 0

0

0

342.225
0

405.500
0

107.000

0

107.000

042.225
0

405,500

604.725 143.0(X 747 725 107 002 854 727

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

210.1(,9

29[.914

0

30.500

0

6.324
8.000
440

131,250

[l.690

].631

0

34〕 .359
291.914

0

30.530
11.690
0

6.:324

8.000

2.071

30,690
0

6.754
990

0

341.359

291,914

30.690
00,530
11.690
6.754
7,314

8.000

2.07]

547.1,17 111 571 691.388 38.434 730.322
547.317 141.571 691.388 38.434 730.322

57.408 55.837 68.568 124.405

内容 金額 算定方法

2



使途等が制約された寄附金等の内訳    使途等が制約された寄附全等 1ヽありません.
使途等が制約された寄附金等の内訳 (■味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが.そ のうち   円は.下記のように使途が特定されています。
したがってt途が制約されていない正味財産1ま   円です。

内 容 期 首残高 当翔増加錮 ヽ錮減少輌 籠 考

合 計

5.固 定贅産の増減内訳 固定資産の計上はありません,

6.倍 入金 の増減内訳

投員及びその近親古との取引の内容
役員及びその近艘者との取引は以下の通りです。

11日
計算書類
に計上 さ

れ た金額

内.役員
との取引

内 .近親
者及 び支

配 法人 と
σ,Ii弓 |

(活動 計■■ )

受取 寄附金

活動計算
=計(貸借対照表)

短期借入金
長期僣入金
貸僣対甲表計

342.225 342.225

342.225 342.225

0

126.971

0

126.971
126 971 126.971

その1也特定非営利活動法人の資産.■債及び正味財産の状饉並びに正味財産の増減の十況を目らか
にするために必要な事項

事幸費と管理貪の核分方法

按分はしておりません.通信■.広告宣伝■、消耗品■はすべて管理費として計上しております.
会議貪については個別事業に関わる{,の と団体運営 1こ 関わるものとを区別して計上しております。

その他の事業に係る資産の状況
その他の事業はありませんて

オl目 摯 首版●

“

摯 取 得 減 少 期末肛得昴願 月末α,ユ藪

合計

無形固定書産

有形 固定貪産

車両運搬 具

什器備 品

投資そ′)ILの資産
嗽金

科 目 期 首残高 当翔措 入 当翅返清

短期借入金 371.225 371_225
長期借 入金 233.750 13 αЮ 120.379 126.971

合 計 233.750 384.825 191.604 126.971

EE動



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 (2021年度)末現在 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人蔵人応援団

金  額 ′1ヽ   =十 合

6,500

331,861

60,917

399,278

2

3

(1 ) 形

(2) 形固

有形固定資産合計

無形固定資産合計

投資その他の資産合計

3 の

現金預金

手元現金
西武信用金庫

ゆ うちょ銀行

その他の流動資産合計
棚卸資産

前払費用

37,195
5,800

42,995

442.27(

A 442.273

0

22,110

短期借入金

未払費用
オンライン会議システム使用料
前受金
翌期事業参加費前受

預 り金
0

12,000

34.110

126,971

2

長期借入金

個人による立替払い等累計

退職給付引当金

有給スタッフなし

【:

126.971

目□ + 161.081

B-2 A ― 【B-1: 281.192

|■

■日
=―
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□ D



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和 3年度 (2021年度)
年間役員名簿

(前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

生産撻豊壺星勘塗△己盪整廻

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入 )氏    名

1 〇艦事
キリムラ コウジ 令和3年 7月 1日

令和4年 6月 30日

な し

桐村 康司

2
・監事

タイマ カツミ 令和3年 7月 1日

令和4年 6月 30日

な し

封間 勝己

3

`彗

竃劉
ヽ_ノ
監事

イ トウ レイコ 令和3年 7月 1日

令和4年 6月 30日

な し

伊藤 玲子

4
′
~ヽ

便多井監事
ミヤツ ヒロアキ

宮津 浩昭

令和4年 1月 26日

令和4年6月 30日

な し

6

/~ヽ

電ノ 監 事
ヨシダ カツミ 令和3年 7月 1日

令和4年 6月 30日

な し

吉田 加津生

5
オオヤ アキノリ 令和3年 7月 1日

令和3年 11月 30日

な し

大矢 晃規

7

′
~ヽ

理事褒ヒヲ
ノグチ リエ 令和3年 7月 1日

令和4年 6月 30日

な し

野口 梨恵

事 業 報 告 用

⌒

cヲ
・監事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

(社員のうち 10人以上の者の名簿)

令和2年 (2022年)6月 30日 現在

特定非営利活動法人蔵人応援団

氏    名

1 桐村 康司

2 封間 勝己

3 伊藤 玲子

4 数岡 孝幸

5 唐沢 雅広

6 照沼 千鶴代

6 宮津 浩昭

8 山中 洋志

9 吉田 加津生

10 野口 梨恵


